
令和８年度第１回富山県食品安全推進本部会議の概要 
 

１ 日 時 令和８年１０月９日（金）１０：００～１１：３０ 

２ 場 所 富山県民会館４０１会議室 

 

３ 協議事項 

（１）「富山県食品安全基本方針」の改定（案）について 

 

４ 報告事項 

（１）令和８年富山県内の食中毒発生状況について 

（２）家畜伝染病について 

（３）とやま食の安全・安心情報ホームページの刷新について 

（４）「食品安全フォーラム inとやま」の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見 

・食品安全については、業者だけでなく県民の理解を高めることも非常に重要であ

る。今回の取組みでは、高校生や県民を対象とした活動や出前講座など様々なこ

とを実施しながら、目標を達成しようとしていることがよく分かり、良いと感じ

た。 

 

・「家畜伝染病の防疫演習の開催」について、食品安全とは直接の関連が薄い（妥

当性を欠く）との理由で計画から廃止されたと認識している。しかし、家畜伝染

病が発生した場合、直接市場に流通することはないものの、価格の変動（上下）

には大きく影響するため、何らかの形で家畜伝染病の発生状況等については計画

や方針等に明記するべきではないか。 
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・現状設定されている KPIは、何を実施したかという「取組み指標」に偏っている。

現行施策の推進中も食中毒は増加傾向にあるため、これをどう防ぐかが直接的な

指標になり得る。「実施した結果どうなったか」を測れるアウトカム指標の追加

について、ぜひ検討していただきたい。 

 

・医学が発達しても食中毒の発生がゼロにならない以上、未然に防ぐことが重要で

あり、リスクを評価・管理していく上で、その前提となる「衛生教育」が非常に

大切である。そのため、未来に向けた若年層への食品安全の普及啓発（施策）の

中に「衛生教育」という言葉を明記していただきたい。 


